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（ケース）札幌ビズカフェ1 

―地域企業家ネットワークにおける中間主導型組織の役割― 

 

小樽商科大学 

加藤敬太 

 

1. はじめに2 

 近年、地域の問題解決を「場」の創造を通じて解決する試みが活発化している。ビジネ

ス・インキュベーションセンターやインターミディアリーNPO（中間支援組織）など、各

地においていわゆる支援の場の提供を行い、地域における企業家らへの活動支援、ネット

ワーク支援や地域全体の活性化、または地域独自の問題の解決などの試みが図られている。

このような組織による場の提供は、支援に重きが置かれているのが特徴といえる。 

 本ケースで取り上げる札幌ビズカフェは、札幌を中心とした北海道の地域活性化におい

て場を創造し地域の企業家のネットワークを実現している組織である。札幌ビズカフェは、

2000年 6月に設立され、2010年に 10周年を迎えた3。札幌ビズカフェの最大の特徴は、支

援に重きが置かれているのではなく、創設以来、新たな場の創造を通じて企業家らの連携

の促進を主導し続けていることである。つまり、札幌ビズカフェは、札幌・北海道地域に

おける企業家（起業家）のネットワーク化のエンジンとしての役割を担ってきたのである。

本ケースでは、札幌ビズカフェを単なる地域の支援型組織として位置付けるのではなく、

企業家の連携の場のダイナミックな創造という主導型組織としての役割を分析する。また、

地域社会の状況変化は速く、札幌ビズカフェに対する地域からの役割期待もそれに応じて

変化してきた。地域に根付く札幌ビズカフェの存在意義の変化についても確認していく。 

 

2. 札幌ビズカフェ設立の背景 

 札幌ビズカフェの設立と切っても切れないのが、札幌の IT分野企業の産業クラスター「サ

ッポロバレー」である。札幌は、我が国でも早くから IT分野のベンチャー企業が生まれた

経緯がある。図表 1は、サッポロバレーの変遷を示したものである。札幌の ITベンチャー

は、古くは 70年代から生まれており、これは世界的に見ても早い時期といえる4。 

 そのサッポロバレーのルーツは、北海道大学工学部の青木由直助教授（当時）が 1976年

に主宰していた北海道マイコン研究会といわれる（高橋, 2001）。1976年は、ビル・ゲイツ

がマイクロソフトを設立した年にあたることからも、札幌における ITベンチャーが如何に

早くから創出し始めたかがわかる。北海道マイコン研究会の活動の中から、ハドソン、ビ

ー・ユー・ジー、コンピュータランド北海道（後のデービーソフト）などが続々と生まれ

た。札幌には、開拓者精神を持った多くの企業家（起業家）たちの活躍する状況がすでに

出来上がっていたのである。 
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図表 1 サッポロバレーの系譜 

 

出所: 北海道情報産業史編集委員会編（2000）, p.109。 

 

 図表 1 から見て取れるように、1990 年代に入ると、多様な IT ベンチャーがスピンオフ

し、サッポロバレーを形成していく。この頃になると、札幌において、IT 産業は、観光産

業や食品産業と並ぶ基幹産業として発展していく。 

 このようなサッポロバレーの形成と発展の中で、札幌ビズカフェは、「ベンチャー企業の

溜り場、情報交流の場を作ることを目的に、ベンチャー経営者や従業員、ベンチャー活動

のサポーターや学生等の有志」によって 2000年 6月に設立された5。 

 札幌ビズカフェ設立後、約 2 年弱経った当時に自らがまとめた報告書（札幌ビズカフ

ェ,2002）に札幌ビズカフェ創出の定義が示されているので引用しよう（pp.4-5）。 
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① サッポロバレーから生まれた。 

② 札幌の IT産業のなかで地域振興と産業振興を強く意識し、ネットワークを創り出して

きた「企業家」の任意の動的なグループ。 

③ その「企業家」とは、IT企業の経営者だけでなく、地域ネットワーカー、ベンチャー・

キャピタリスト、ベンチャー企業家など多様な〈個人〉である。 

④ その企業家は、パーソナルコンピュータとパソコン通信・インターネットというネッ

トワーク文化のなかから生まれた。そしてシリコンバレーと共通する、オープンでフ

ラットな関係、カジュアルなスタイル、コミュニケーションの共有という文化に影響

されている。 

⑤ すなわち新しいビジネス文化が札幌ビズカフェを生んだ。…（中略）…「New Business 

from New Style」という札幌ビズカフェの標語は、まさにそれを表している。 

⑥ そのような意識的集合＝自己組織化が「サッポロバレー」というアイデンティティを

生み、札幌ビズカフェを創出する背景となった。 

 

 すなわち、札幌ビズカフェは「New Business from New Style」というドメイン（存在領

域）のもと、サッポロバレーという ITベンチャークラスターの中で、多様な企業家の連携

による新ビジネス創出・発信の場を創造するために設立されたといえる。 

 その背景には、「新しモノ好き」「開放的」「オープン」といったそもそもの北海道風土が

あり、また IT ベンチャーブームの流れの中で、札幌における早くからの IT ベンチャーク

ラスター・サッポロバレーという企業家コミュニティの中から創発的に生まれてきたとい

える6。 

 また、設立当初のボードメンバーは、サッポロバレーの優位点と弱点を図表 2 のように

認識し、優位点を生かし弱点を克服するために、札幌ビズカフェという新たなビジネスの

交流の場を作り上げていった。 
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図表 2 サッポロバレーの優位点・欠けていたもの・解決策 

優位点 欠けているもの 

・技術力には定評。継続性の高い企業が多数 

・優れた技術者へのアクセスが可能 

・研究機関（北海道大学、札幌エレクトロニクスセ

ンター等）が産業育成にコミット 

・国内通信・家電大手を顧客に持つ 

・域内コミュニケーションが活発で、情報の共有が

行われている。 

・共同マーケティングが可能 

・札幌に行けばいろいろな IT企業に出会える。 

・ネットワークが形成されていおり、リテラシーが

高い 

・札幌ビズカフェの開設以前に 1社も公開企業がな

かった 

・クラスターの未深化 

・域内競争の欠如 

・Professional Management/Incubation 機能の欠

如 

・リスクキャピタル供給システムの欠如 

・マーケティング志向の人材の薄さ 

・ビジネスを目的とした産学官の交流の場の不足 

解決策 

（1） IT企業の溜まり場、情報交流の場、起業家との交流の場を作る 

⇒札幌ビズカフェの創出 

（2） リスクキャピタルの供給、Professional Managementの提供 

⇒北海道ベンチャーキャピタルの創出と札幌ビズカフェへの入居 

出所: 札幌ビズカフェ（2002），pp.8-9から作成。 

 

 札幌ビズカフェは、設立以来、現在までその象徴ともいえる標語「New Business from 

New Style」というドメインが一貫しており、それは札幌－北海道で何が必要なのかを常に

意識してきたものといえる7。すなわち、札幌というコミュニティの中にいる企業家たち、

または、将来企業家になる学生や若者たちを繋ぐいわば溜り場を創造することによって、

札幌または北海道のコミュニティにとって有益な新ビジネスの創出を実現していったので

ある。 

 また、札幌ビズカフェという多様な企業家を繋ぐ場の存在は、新たなビジネスを創造す

る際に、本州や海外とのネットワーク、または、金融機関との連携といった8、札幌という

コミュニティの外との交流の促進も図っていった9。つまり、札幌ビズカフェという場が、

札幌というコミュニティと外との構造的な穴埋めをコーディネートし、新たなビジネス創

造の実現化を主導していったのである。まさに、札幌ビズカフェは、ヒューマンネットワ

ーク10の場として機能することで、企業家たちの、「柔軟で同的な連携による『ネットワー

ク組織』の創出」（札幌ビズカフェ，2002: p.49）を実現していったのである。 

 札幌ビズカフェは、後述するが、当初、設立から 2 年の期限付で設立された。立地した

場所の借地の関係もあったが、設立時のボードメンバーで（株）データクラフト代表取締

役社長の高橋明憲氏が指摘するように「IT 分野は 2 年で答えが出なければ、そもそも可能
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性が無かったものという判断となる」（高橋, 2001: p.39）といった、サッポロバレーという

ITベンチャークラスターの中から生まれてきたのが札幌ビズカフェであった。 

 その後、2年の間に、札幌ビズカフェは、サッポロバレーの象徴的存在として、あらゆる

方面から注目されていく。2001年 10月には、経産大臣表彰を受け11、着実に成果をあげて

いったのち、2002年 3月、成功の中、いったんクローズする。そして、2003年 10月、新

生札幌ビズカフェ＝B2 として、再スタートを切る。B2 となった現在では、IT 分野だけで

はなく、昨今話題のコミュニティビジネスやソーシャルビジネスの分野に進出し、全道の

企業家ネットワークの場を創出し続けている。 

 

3. 札幌ビズカフェ設立の状況と B1 の展開 

 それでは、札幌ビズカフェ設立当時の具体的な状況を見ていこう。アメリカのシリコン

バレーにあった「ビズカフェ」をモチーフに、札幌ビズカフェの設立に向けたコア・メン

バーが集まったのが 1998年～1999年であった（札幌ビズカフェ，2002）。当初、ビズカフ

ェのコンセプトは、レストランであった。 

 

図表 3 コンセプトイメージ 

 

出所: BizCafe運営委員会事務局（2000），p.1。 

 

 つまり、レストランをコンセプトにすることは、人々がオープンに集まる場を提供する

ことに他ならない。そのとき、札幌で飲食店運営を行っていた T’sネットワークが、札幌ビ

ズカフェへ参加することになり、札幌ビズカフェと一体となったラーメン店、博多ラーメ

ン「ばりきや」を運営することになった。 

 札幌ビズカフェの立地に関しては、地元ゼネコンの伊藤組土建（株）が地元産業振興支

援の一環として、札幌駅北口に保有する自社社屋建設予定地の提供を申し出たことによっ
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て、プレハブによる建設に至った12。この札幌駅北口は、サッポロバレーという IT ベンチ

ャーが集積する地域であるだけではなく、北海道の交通の拠点 JR 札幌駅からすぐの場所、

また、公官庁にも近く、さらには、北海道大学からもすぐ傍にあるという好立地に位置す

る。 

 

図表 4 札幌ビズカフェ位置図 

出所: 札幌ビズカフェ（2010b）。 

 

 また、札幌ビズカフェの設立と並行して、地元のベンチャーキャピタルとして「北海道

ベンチャーキャピタル」の設立が進められていった（札幌ビズカフェ，2002）。1998 年 8

月に設立され、札幌ビズカフェのオープンと同時に、札幌ビズカフェに入居してオフィス

を構えた。北海道ベンチャーキャピタルが札幌ビズカフェに入居した意義は大きく、札幌

ビズカフェという場にプロフェッショナルとしてのビジネスコーディネーターを結合させ

たのである（札幌ビズカフェ，2002）。 

 札幌ビズカフェがスタートしてから、その果たしてきた機能を現副代表理事で設立時の

ボードメンバーであった吉村匠氏は、当時、次のように語っている（遠藤他，2001）。1つ

は、デジタルジプシーを救う接続機能である。これは、札幌駅北口すぐという好立地にあ

る札幌ビズカフェで、ネット接続がいつでもできるカフェを運営する形で実現された。2つ

目は、コミュニティとしての機能である。みんなで集まってミーティングをしたり、ビジ

ネスインキュベーションを行ったり、投資家と起業家を仲介したり、勉強会を開催したり
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という機能である。最後は、電子上のビズカフェという機能である。電子メールでのコミ

ュニティ（メーリングリスト）や、北海道の自然食品などの素材を使った弁当をインター

ネット上で販売する「弁当 Web」の運営などである。札幌ビズカフェは、このような機能

を果たしながら、まったくの民間による独立採算運営を行っていった（図表 5）。 

 

図表 5 札幌ビズカフェと民間企業の連携による独立採算スキーム 

 

出所: 札幌ビズカフェ（2002），p.26。 

 

 その後、札幌ビズカフェは、オープンから約 2 年の期限付での運営であったが、着実に

成果を上げていく。具体的には、札幌の企業家や学生を集めた各種セミナー・イベントの

開催による情報交流や人的ネットワークの構築、北海道ベンチャーキャピタルとの連携に

よるベンチャー企業の創出、メーリングリストの発信、機関誌「bizPress」の発行、視察13

の受け入れなどである。 

 このような札幌ビズカフェの活動は、サッポロバレーの象徴的存在として注目を集め、

全国各地にビズカフェの活動は伝播・普及していく。2002 年 3 月、札幌ビズカフェ（B1）

の第一幕は、所在地の伊藤組のビル建設に伴い、成功のうちに予定通りクローズすること

となった。 

 

4. 新生・札幌ビズカフェ＝B2 の展開 

 2003年 10月 23日、札幌ビズカフェの第二幕がスタートした。新生・札幌ビズカフェ＝

B2 として、再スタートを切ったのである。開設場所は、B1 と同じ場所に、伊藤組が建設

した伊藤 110 ビルの 2 階にテナントとして入居することになった。道路側から直接、札幌
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ビズカフェに入店できる階段も取り付けられた。また、これを機に、NPO法人化されてい

る。 

 新生・札幌ビズカフェは、B1時代から 1つ大きな違いがある。それは、IT業界だけにこ

だわらず、北海道における地域経済の中で、多様な業界のヒューマンネットワークを築い

ていった点である14。B1の成果としてまとめられた札幌ビズカフェ（2002）の中にも、2003

年以降の展開として、IT 業界に留まらず多業種に交流拡大という方針が打ち出されており

（p.53）、また、B2スタート後、札幌ビズカフェ設立時から中心的存在としてリーダーシッ

プを発揮してきた代表理事の宮田昌和氏も、2004年 1月、地元誌に、北海道の再生のため

にどういう役割があるのかという原点に立ち返りながら、食産業、農業、建設、観光、医

療、福祉などの各分野の ITブリッジの必要性を打ち出している（宮田，2004）。 

 

図表 6 新生・札幌ビズカフェ誕生への経緯 

 

出所: 宮田（2004），p.63。 

 

 その背景の 1 つとして考えられるのが、札幌における IT 業界の変化である。札幌の IT

業界は、先に指摘したように、世界的に見ても最先端を行くものであった。また、札幌の

IT 業界は、主に、ニーズよりもシーズを重視する技術志向で、受託研究型のビジネス構造



9 

 

があり、先端 IT 技術で勝負するシステム・プロダクツ系の企業によって発展してきた15。

そのため、IT バブルが崩壊したのち、大手企業からの受託研究の激減と、そもそもの営業

力の低さ、マーケティングに強い人材不足が露呈してしまったのである。 

 そのため、サッポロバレーは、受託研究型の企業から、第 2 世代として、業務系の情報

処理システムを作ったり処理システムそのものを請け負ったりする受託開発系の企業へと

世代交代が進んでいった16。また、近年では、音楽やモバイルコンテンツ、ゲームなどのい

わゆる POP カルチャー系の IT ベンチャーの躍進により、サッポロバレーは元気を取り戻

しつつある17。 

 もう 1 つの背景は、IT 利活用の時代への突入である。インターネット・インフラの普及

に伴って、それまでの IT技術の開発から、ITインフラ、インターネット・インフラを活用

した新たなビジネスへの期待の高まりである18。21 世紀となった今日、IT 技術のさらなる

開発も重要だが、すでに ITは生活インフラとして当然のものとして発達してきた。こらか

らの時代は、IT を如何に活用・運用していくのかとった点に、社会構造全体が進化してき

たといえる。 

 そこで、札幌ビズカフェは、B1時代、ITベンチャーのクラスターであるサッポロバレー

の象徴的存在となったが、B2 では、IT ベンチャーだけには留まらず、新たな展開として、

IT 利活用をベースに、道内各地に点在する地域の企業家たちのネットワーク作りや地域経

済の活性化などの新たな取り組みを始めている。北海道という地域全体において、各地の

地域企業家たちに対して、地域活性化につながる新たな場を創造していったのである。IT

バブルやサッポロバレーといった IT ビジネス中心の時代から、新たに IT 利活用の時代へ

と移り変わる中、札幌ビズカフェの取り組みは、設立以来のドメイン「New Business from 

New Style」を貫きながら、地域活性化のエンジン役としての機能を果たしているのである。 

 

5. コミュニティビジネス・ソーシャルビジネスへの取り組み 

 札幌ビズカフェの近年の取り組みは、昨今、注目を浴びつつあるコミュニティビジネス

やソーシャルビジネスといわれる、これまでにはなかった新たなビジネススタイルへの場

の提供である。利益至上型のビジネスではなく、地域に埋もれた問題を、ビジネスを通じ

て最適な利潤を上げながら解決したり地域活性化を目指すコミュニティビジネスやソーシ

ャルビジネスに注目が集まっているのである。 

 北海道は、札幌という大都市だけではなく、多様な地方都市がある。これらの地方都市

にまつわる地域独自の課題や問題を札幌に所在する札幌ビズカフェが主導することによっ

て、道内地方都市―札幌―本州―海外といった拡がりの中で、札幌ビズカフェの持つコネ

クションを活用しながら多様な企業家やアクターをつなぐ場を創造し、さらに、IT インフ

ラを利活用した新ビジネスの創造を行っている（図表 7）。 
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図表 7 札幌ビズカフェ＝B2による近年の取り組み 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所: 北海道企業支援プラットホーム形成事業体（2010），p.3。 
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 具体的な取り組みとしては、函館のコミュニティカフェの運営、釧路の地域資源を利用

したコミュニティビジネスへの支援、稚内と別海の地域の食の情報発信19、網走における東

京農業大学と地元の農業などとの産学連携などである。また、全道各地でコミュニティビ

ジネスにまつわるセミナーやシンポジウムを企画・主催し開催している20。 

 これらの取り組みは、地方が疲弊していく中で、新たな息吹を吹き込み、単なる地方支

援ではなく、持続力のあるビジネスを育てることによって、地域活性化を実現していく取

り組みである。そこに、札幌ビズカフェは、自らの知識と経験、ネットワークの蓄積を活

かしながら、主導的に場を創造し続けることによって、北海道全体の地域活性化を図って

いるといえる。 

 また、北海道の中心都市・札幌での取り組みとしては、慶應大学ビジネススクールとの

連携による遠隔講座「地域起業家養成研修」の開講21、大学が多く集まる都市ならではの学

生への実践型インターンシップ支援22、道外在住の道産子学生の U ターン就職と道内企業

を結び付けるマッチング事業23、近年話題の企業の CSR（社会的責任）への取り組みに対

して地域の NPOとの連携のコーディネート24などがある。 

 このような札幌ビズカフェの近年の取り組みの背景には、新たな理事が加入したことが

注目できる。例えば、企業（起業）支援する立場にある公認会計士や行政書士、さらには

自らが社会企業家として活動している理事の加入が、ビズカフェのあり方に変化をもたら

していたのである。つまり、IT ベンチャーを中心とした B1 時代から携わってきた理事だ

けでなく、それまでの理事とは違った視点を持つ理事の加入によって、B2としての札幌ビ

ズカフェの新たな活動領域へと推進されていった。とくにこのような動きは 2008年頃から

加速している25。 

 このように、札幌ビズカフェは、B2となった現在、北海道全体の地域活性化を促進する

ための、あらゆる場を創造し続けることによって、地域に根付く多様な企業家（起業家）

らのネットワークをコーディネートし、現実のビジネスとして軌道に乗せるためのエンジ

ンとしての役割を担っているのである。まさに、札幌ビズカフェは、近年の社会背景や地

方の問題を現実的に認識したうえで、「New Business from New Style」を現状に合わせた

形で主導していく中間主導型組織として北海道各地で活躍しているのである。 

 

6. まとめ 

 札幌ビズカフェは、札幌―北海道という地域において、企業家（起業家）らのネットワ

ークの場を創造し続けてきた。そこでは、単なる支援に重点が置かれるのではなく、現実

問題を直視しながら、ビジネス創造を主導し続けてきている姿が理解できる。 

 「New Business from New Style」という札幌ビズカフェの標語は、単に声高に叫ぶだけ

のスローガンではなく、現実の活動を定めたドメインであった。つまり、ドメインとして

浸透していたからこそ、B1の成功があり、サッポロバレーの状況変化や近年の地域活性化

の動きに応じた B2での取り組みにつながっていったのである。言い換えれば、札幌におけ
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る IT ベンチャーの躍進とサッポロバレーの形成という状況の中で場を創造し続けて以来、

ITバブルの崩壊と ITインフラの整備・普及という新たな状況下で、北海道という地域社会

の活性化への期待の高まりをうまく吸い上げ、コミュニティビジネスやソーシャルビジネ

スといった新たなスタイルでのビジネス創造の場をコーディネートしていたといえる。つ

まり、札幌ビズカフェは、地域の問題解決と活性化を主導するエンジンとしての役割を担

った中間組織といえるのである。そこには、従来から各地に存在する支援型の組織とは一

味も二味も違った、独自の取り組みが見られるのである。 
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